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柘

枝

伝

考

目

加

田

さ

く

を

七
世
紀
末
、
恐
ら
く
八
世
紀
初
頭

に
創
作
さ
れ
た
と
想
わ

れ
る
伝
奇
、
柘
枝

伝

に
つ
い
て
、

こ
こ
で
は
考
察
を
す
す

め
る
事

と
す
る
。

万
葉
集

(
最
新
歌
天
平

宝
字
三
年

七
五
九
)
巻
三

に

仙
柘
枝
歌
三
首

、霰
零
吉
志
美

我
高
嶺
乎
険
跡
草
取
可
奈

和
妹
手
乎
取

右

一
首
或
云
。
吉
野
人
味
稲
与

二
柘
枝
仙
媛

一
歌
也
。
但
見

二
柘
枝
伝

一
無

レ

有
二
此
歌

一。

此
暮
柘
之

左
枝
乃
流
来
者
梁
者
不
打
而
不
取
香
聞
将
有

右

一
首

古
爾
梁
打
人
乃
無
有
世
伐
此
間
毛
有
益
柘
之
枝
羽
裳

右

一
首
若
宮
年
魚
麻
呂
作

と
あ
る
題
詞
並

に
左
註
に
よ

っ
て
、
少
く
と
も
万
葉
集
左
註
成

立
以
前

に
柘
枝

伝
が
存
在
し
た
。
即
ち
、
見
柘
枝
伝
と

あ
る
事

に
よ

っ
て
考
え
れ
ば
、

口
伝
で

は

な
く
、
見
ら
れ
る
も

の
、
読
ま
れ
る
作
品
と

し
て
記
述
さ
れ
た
柘
枝
伝
が
既

に
存
在
し
て

い
た
事

を
知
り
得
る

の
で
あ
る
。
し

か
し
明
確

な
著
作
年
月
を
推

定
す

る
事
は
出

来
な
い
。
ロ
ハ
懐
風
藻
、
続
日
本
紀
に
散
見
す
る
関
係
部
分

と
比

較
参
照
す
る
事

に
よ

っ
て
凡
そ
の
年
代

を
考
察
し
て
み
よ
う
。
懐
風
藻
は
天
平

勝
宝
三
年

(
七
五

一
)
の
撰
で
あ
る
が
、
柘
枝
伝
関
係
の
詩
を
九
首
、
正
確
に

は
六
首
蔵
し
て

い
る
。

。
①
遊
二
吉
野

一
其

一

藤
原
朝
臣
史

六
五

九
ー
七

二
〇

(養
老
四
)

飛
レ
文
山
水
地

命

レ
爵
臨

轟
中

漆
姫

控
レ
鶴
挙

柘

媛
接
レ
魚
通

煙

光
巌
上
翠

日
影
香

前
紅

翻
知
玄
圃
近

対
翫
入
松
風

②
耐

其
二

夏
身
夏
色
古

秋
津
秋
気
新

昔
者
同
沿
后

今
之
見
吉
実

霊
仙
駕
レ
鶴
去

星
客
乗
レ査
逡

清
性
担
二
流
水
一

素
心
開
二静
仁
一

③
従

二
駕
吉
野
宮

一
応

レ
詔

其

二

大
伴
王

山
幽
仁
趣
遠

川
浄
智
懐
深

欲
レ
訪
二神
仙
　

一

追
従
吉
野
瀞



◎
④
遊
二吉
野
川
一

紀
朝
臣
男
人

万
丈
崇
巌
削
成
秀

千
尋
素
濤
逆
折
流

留
二連
美
稲
逢
嵯
洲

六
八

二
i

七
三
八

(天
平
十
)

欲
レ
訪

二
鐘
池
越
潭
跡

一

⑤
厘
二従
吉
野
宮
一

鳳
蓋
停
二
南
岳
一

追
尋
智
与
レ仁

囎
レ谷
将
レ孫
語

墓
レ
藤
共
レ
鳥
親

峯
巌
夏
景
変

泉
石
秋
光
新

此
地
仙
霊
宅

何
須
姑
射
倫

。
⑥
遊
二
吉
野
川

一

藤
原
朝
臣
万
里

六
九
五
ー
七
三
七

(天
平
九
》

友
非

二
干
レ
禄
友

一

賓
是
喰

レ
霞
賓

縦
歌
臨

二
水
智

一

長
囎
楽

二
山
仁

一

梁
前
柘
吟
古

峡
上
箸
声
新

琴
□
猶
未
極

明
月
照

二
河
辺

一

拓
吟
ー
拓
歌

　
⑦
遊

二
吉
野
山

一

丹
堤

真
人
広
成
ー
七
三
九

(天
平
+
一
)

山
水
随
臨
賞

巌
難
逐

レ
望
新

朝
看
度

レ
峯
翼

夕
翫
躍

レ
潭
鱗

放
暖
多
二幽
趣
一

超
然
少
俗
塵

栖
二
心
佳
野
域
一

劃

美
稲
津
一

　
⑧
吉
野
作

高
嶺
嵯
峨
多
奇
勢

長
河
澱
漫
作
二廻
流
一

鐘
池
越
潭
量
凡
類

美
稲
逢

レ
仙
同

二
洛
洲

一

。
⑨
従

二
駕
吉
野
宮

一

高
向
朝
臣
諸
足

在
昔
釣

レ
魚
士

方
今
留

レ
鳳
公

弾

レ
琴
与

レ
仙
戯

投
レ
江
将

レ
神
通

柘
歌
涯

二
寒
渚

一

霞
景
瓢

二
秋
風

一

誰
謂
姑

射
嶺

駐
曝
望

二
仙
宮

一

こ
の
外
、

⑩
神
居
深
亦
静

(従

二
駕
吉

野
宮

一
、
吉
田
宜

)

⑪
此
地
即
方
丈
誰
説
桃
源
賓

(
遊

二
吉
野
宮

一、
中
臣
人
足
)

就
中

六
首

(①
④

⑧
⑦
⑧
⑨
)
は
明

確
に
、
柘
媛
、
柘
歌
、
美
稲

の
語
を
有
し

て

い
る
か
ら
柘
枝
伝
を
契
機
と
し
て
作
詩
さ
れ
て

い
る
と
断
言
出
来
る
。
又
①

と
同

一
作
者

の
同
題
其

二
で
あ
り
、
①

の
控
レ
鶴
挙
が
柘

媛
接
レ
魚
通

と

関

係

あ
り

と
す

れ
ば
、
②

の
霊
仙
駕

レ
鶴
去
、
も
柘
媛
伝
と
関
係

あ
る
も
の
と
な
る
。

⑧
の
欲
訪
神
仙
遊
、
追
従
吉

野
薄

は
つ
ま
り
⑦
の
尋

二
間
美
稲
津

一、

或

は

⑧

の
美
稲
逢

レ
仙
同

二
洛
洲

一

に
近
く

⑤
の
此
地
仙
霊
宅
、
何
須
姑
射
倫
は
、

⑨

の
誰

レ
謂
姑

射
…嶺

駐

レ
踵
望

二
仙
宮

一と
甚
だ
近
似
性
を
も

つ
詩
想
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
②
③
⑤
も
柘

枝
伝

を
念
頭

に
お

い
て
、
霊
山
駕
鶴
、
神
仙
遊
、
仙

霊
宅
と
詠
じ
て

い
る
と
考

え
れ
ば
柘
枝
関
係

九
首
と
な
る
。
　
　

は
神
居
、
方

丈

と
い
う

の
で
あ
る
か
ら
只
神
仙
の
住
居
、
史
記

の
所

謂
海
中
三
神
山

の

一
、

方
丈

こ
そ
此
の
吉

野
宮

な
り
と
伝
奇
的
造
形

を
す
る
も
の
が
他

に
二
首
あ
る
事

と
な
る
。
従

っ
て
柘
枝
伝
関
係
を
六
首

に
限

っ
て
も
、
神
仙
関
係
が

②
③
⑤
　

　
の
五
首
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
、
柘
枝
関
係
作
詩

の
年
月
、
即
ち
遊
吉
野
、
従
駕
吉
野
の
正
確

な
年
月

を
知
る
事

は
不
可
能

に
近

い
の
で
あ
る
。
天
武
元
年

(
六
七
三
)
以
後
、
吉
野

行
幸
の
記
事
を
紀
、
続

紀
に
求

め
る
と
ほ
ぼ
左
の
如
く
で
あ
る
。

天
武
八
年

(
六
八
〇
)
五
月

幸

二
干
吉
野
宮

一

朱
鳥
三
年

(
六
八
九
)
正
月
　
天
皇
幸

二
吉
野
宮
　

天
皇

至
レ
自

二

吉
野
宮

四
年

(六
九
〇
)

二
月
押

五
月
餓



八
月
　

五
年

(
六
九

一
)
正
月
　

四
月
　

十
月
　

六
年

(
六
九

二
)
五
月
柄

十
月
　

七
年

(
六
九
三
)
五
月
　

七
月
　

八
年

(
六
九
四
)
九
月
　

九
年

(
六
九
五
)

二
月
　

三
月
　

六
月
　

八
月
　

十

二
月
　

十
年

(六
九
六
)

二
月
　

四
月
　

六
月
　

太
宝
元
年

(
七
〇

一
)
六
月

七
月

天
平
八
年

(
七
三
六
)
六
月

七
月

と
持
統
帝
が
最
も
多
く
、

紀

天
皇

至

レ
自

二吉

野
宮

一

壬

.

'

戊

,

訂

　
車

駕

還

レ
宮

　
天
皇
至
自
吉
野
宮

　
天
皇
至
自
吉
野

P

ど

の
行
幸

の
従
駕

か
判
然
と
し
な

い
。

年
次

の
明
瞭
な
も
の
を
と

っ
て
勘

案
す
れ
ば
、

史

六
五
九
-
七
二
〇

男

人
六
八

二
…
七
三
八

万
里
六
九
五
i
七
三
七

　
車
駕
還
宮

　
天
皇
至
自
吉
野

五
月
　靹

太
上
天
皇
幸
吉
野
離
宮

車
駕
至
自
吉
野
離
宮

行
幸
芳
野
離
宮

車
駕
還
宮

作
家
の
生
般(

広
成
ー
七
三
九
)
史

は
七
世
紀
作
詩
も
可
能
で
あ
ゐ
が
、
他

の
二
人
は
八
世
紀

に
入

っ
て

の
作
詩
と
す

る
外
は
な

い
。
万
葉

に
柘
媛
歌
を

一
首
も

つ
若
宮
年
魚

麻
呂

の
文
芸
活
動
も
七

二
〇
～
七
三
〇
年
代

に
か
け
て
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
早

く

は
七
世
紀
末
、
遅

く
も
八
世
紀
初
頭

に
お
い
て
、
柘

枝
伝

は
す

で
に
懐
風
藻

の
作
家
圏

に
愛
読
さ
れ
親

し
ま

れ
て

い
た
と
い
う
と

こ
ろ
迄
は
結
論
可
能

で
あ

る
。
さ

て
、
続
日
本
後
紀
、
嘉
祥

二
年
、

正
月

の
条

に
興
福
寺
大

法
師
等
が
天

・
皇
宝
算
四
十

に
満

つ
る
を
賀
し
て
、
聖
豫
盤
躯
を
奉
造
し
、
金
剛
寿
命
陀
羅

尼

経
四
巻
を
写
し
、

四
万
八
千
巻
を
転
読
し
、

「
寛
更
作
下
天
人
不
拾
芥
。

天

女

罷
払
石
、
翻
撃

二
御
薬

】。
倶
来
砥
候
。
及

浦
島
子

暫
昇

二
雲
漢

一。
而

得

二
長

生

一。
吉
野
女
砂
通

二
上
天

一而

且
去
等
像
上
」

っ
て
こ
れ
に
長
歌
を
副
え
て

奉
献
し
た
と
記

し
、
長
歌
の
歌
詞

を
載

せ
て

い
る
が
、

日
本
乃
野
馬
台
能
国
遠
:
:
:
何
酷
帝
之
御
世
。
万
代
爾
重
祢
飾
且
奉

レ
令

し
栄
度
。
柘

之
枝
乃
由
求
鄭
・
仏
齢
。
願
成
儲
多
聖
而

巳
。
験
波
伊
万
世
。

'

故
事
爾
云
語

来
留
。

澄
江
能
。
淵
爾
釣
趨
。
皇
之
民
。
浦
島
子
加
。
天
女
。

釣
被
来
且
。
紫
雲
涯
引
且

片
時
爾
。
将
ヨ
飛
往
天
。
是
曽
此
乃
。
常
世
之
門
度
。
語
張
砒
七
日
経
賠
吻
無

レ
限
久
。

命
有
灘
。
此
島
鹸
嗜
有
訂
娘
三
吉
野
爾
。
有
志
能
志
示
。
天
女
。
来
通
且
。
其
後
波
。

蒙

レ
諮
天
。
砒
礼
衣
。
着
且
飛
鵬
支
云
。
是
亦
。
此
之
島
根
乃
。

人
齢
嗜
有
敵
云
梛
。

と
浦
島
子
柘
枝
を
並
列
す
る
場
合
、
浦
島
子
を
先
行
さ

せ
て

い
る
が
、

こ
れ
が

も
し
浦
島
子
伝
の
述
作
が
柘
枝
伝
に
先
行
す
る
故
で

あ
る
と
仮

定
す

れ
ば
、
馬

養
残
年

(
七
〇

二
)
前
の
作

で
あ
る
浦
島
子
伝

以
後
、
八
世
紀
初
頭

あ
た
り

に
、
柘

枝
伝

の
成
立

は
位
置
す
る
も

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
早
く
と
も

七
世
紀
末
、
伊
豫

部
馬
養
が
水
江
浦
島
子
伝
を
記
す
と

い
う
伝
奇
的
機
運
が
本
朝
で
も
勃
興

し
だ

し
た
頃
、
遅
く
と

も
八
世
紀

初
頭

に
位
置
す
る
も

の
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
遅

く
と
も
八
世

紀
初
頭

に
は
、
後

述
す

る
様
な
、
美
稲
と
柘

媛
と
を



中
心
人
物
と
す
る
柘
枝
伝
が
現
存
し
て
い
た
。
.
「
見

二
柘
枝
伝
　
」

て
漢
文

芸

作

家
圏
が
こ
と
に
も
て
は

や
し
、
吉
野

を
題
材

に
作
詩
す
る
場
合
、
柘
枝
伝
を

詠
じ

こ
む
風
が
流
行
し
た

の
で
あ
る
。
即
ち
、
懐
風
藻
の
場
合
を
見

る
と
、
従

駕
吉
野
、
遊
吉
野
等
の
題
詩
を
有
す
る
詩
は
十
四
首

を
数
え
る
が
、

そ
の
中
前

掲
六
首

は
明
確

に
柘
枝
伝
を
契
機

と
し
、
他

の
三
首
も
こ
れ
に
準
じ
て
考
え
ら

れ
、

計
九
首
及
び

二
首
が
少

な
く
と
も
神
仙
を
契
機
と
し
て
吉
野

の
詩
想
を
創

り
あ
げ

て
い
る

の
で
あ
る
。

即
ち
、
十

四
対
十

"
と

い
う
比
率
を
見
る
と
、
懐

風
藻

の
詩
人
圏
、
即
ち

八
世
紀
初
頭

の
漢
文
芸
作
家
圏
に
と

っ
て
、
吉
野
は
伝

奇
的

な
景
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い
た
と

い
わ
ぎ
る
を
得

な
い
。
吉
野

の
伝
奇
的

景

と
は
ど

の
様
な
も
の
で
あ

っ
た
か
。
そ
れ
は
懐
風
藻

の
作
詩
全
般

に
わ
た

っ

て
み
ら

れ
る
引
用
諸
文
献
か
ら
考

え
ら

れ
る
と

こ
.ろ
の
彼
等

の
教
養
を
培

っ
た

詩
経
、
書
経
、
易
経
、
礼
記
、
史
記
、
穆
天
子
伝
、
列
子
、
楚

辞
、
老
子
、
荘

子
、
陶
淵
明
集
、
列

仙
伝
、
晋
書
、
文
選
、
准
南

子
、
左
伝
、
漢
武
故
事
等

々

大
陸

の
先
行
文

芸
、
就
中
、
老
荘
、
列
仙
伝

、
漢
武
故
事
、
穆
天
子
伝
等
神
仙

系

の
影
響
は
も

ど
よ
り
で
あ
る
が
、
直
接
的

な
影
響
は
、

六
首
乃
至

九
首
が
も

の
語
る
柘

枝
伝

の
存
在
で
あ
る
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
上
掲
六
首
、
万
葉
柘

媛
歌
、
興
福
寺
大
法
師
長
歌
等
よ
り
柘
枝
伝
を
推
定
す

れ
ば
、
凡
そ

一
、
場
所

、

二
、
人
物

事

件

三
、

結
末

吉
野

川

男
i
人
聞

の
男
子
美
稲

(熊
志
禰

)
が
吉
野
川
で
梁

を
設
け

魚

を

つ
っ
て
い
た
。

女
1
柘
枝
が
流

れ
て
美
稲
の
梁

に
か

ゝ
り
仙
女

と
な
り
、
地

上
の
縁
を
生
じ
た
。

(
他
の
七
仙
女
は
鶴
に
乗
じ

て
去
り
、

一
人
残

っ
た
)

謎

を
蒙

っ
た
柘
媛
熊
志
祢

(美
稲
)

二
人
は
逃
げ
、
遂

に
、

四

、

山
野

に
よ
じ

の
ぼ

っ
て
柘
媛

(
二
人
)
は
砒
礼
衣
を
き
て
飛

び
去

っ
た
。

仏
聖
が
何
事

か
、

恐
ら
く

二
人
の
幸
福

な
結
び

つ
き
の
願
を

助

け
る
行
為
を
し
た
。

(
万
葉

三
八
五
歌
を
柘
枝
伝

の
歌
と

誤
認
し
た
或
説
め
存
在
よ
り
す

れ
ば
同
趣
向

の
歌

従

っ

て

「
あ
ら
れ
ふ
る
き
し
み
が
た
け
」
山

に
二
人
が
よ
じ
の
ぼ
る

事
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
苦

し
み
　

と

い
う
筋
が
あ

っ
た
と

お
も
わ

れ
る
)

右
の
様
な
白
鳥
処
女
説
話
系

の
伝
奇
で
あ

っ
た
ら
し
く
想
わ
れ
る
。

さ

て
、
此
処
で
考
う

べ
き
事

は
、
懐
風
藻

の
吉
野
詠
藻
十
四
首
中
十

一
首
が

柘
媛
乃
至
神
仙
を
背
景

に
も

つ
も

の
で

あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
同
時
代

の
万
葉
集

の
吉
野
詠
歌
を
調
査

し
て
み
る
と
、
全
く
異

っ
た
結
果
が
見
出
さ

れ
る
事
で
あ

る
。
吉
野
詠
歌
は
従
駕
吉
野
宮
を
は
じ
め
約
六
十
六
首
で
あ
る
が
、

こ
の
中
柘

媛
乃
至
神
仙
を
作
歌

の
契
機
と
し
た
も

の
は

一
首
も
存
在
し
な
い
。
た
と
え
ば

三

一
三

見
吉
野
之

滝
乃
白

浪

錐
不
知

語
之

告
者

古
所
念

土
理
宜
令

カ
タ
リ

シ
ツ
ゲ

バ
イ

ニ
シ

ヘ
オ

モ
ホ
ユ
と
い

っ
て
も
柘

媛
に
関

し
て
六
十
六
首

は

一
切

ふ
れ
な

い
の
で
あ

っ
て
、

ヵ
タ
リ
ッ
イ
だ

イ

ニ
シ

へ
の
内
容
は
古
来
行

幸

の
盛
事
で
あ
る
ら
し
く
、
暮
春
之
月
幸

二
芳
野
離
宮

一
中
納
言
大
伴
卿
奉

レ
勅

歌

に
も

三

一
五

見
吉
野
之

芳
野
宮
者

山
可
良
志

貴
有
師

水
可
良
思

清
有
師

天
地
与

長
久

万
代
爾
不
改
将
有

行
幸
之
宮

と
讃
す

る
の
み
で
全
く
も

っ
て
柘
媛

に
無
縁

で
あ
る
。
万
葉
歌
人
に
し
て
漢
文

芸
作
尿

で
も

あ

っ
た
旅

人
、
憶
良
、
虫
麻
呂
、
福
麻
呂
、
家
持
等
が
、

巻
五
、

巻
九
、
巻

十
六
に
お
い
て

「
Ｏ
○
児
」

「
○
○
処
女
」
な
る

「
娘
子
物

」
と
も



い
う

べ
き
詩
文
、
歌

を
も

っ
て
そ

れ
等

の
巻
を
特
色
づ
け
て

い
る
事

は
周
知

に

属

し
て

い
る
。

ABCDEFGH1JKM

梧
桐
日
本
琴
…
…
…
夢
化
娘
子

松
浦
川
玉
島
之
潭

似
鎌

松
浦
佐
用
娯
面

桜
児

量
児

九
人
娘
子
と
竹
取
翁

娘
子
の
話
七
種

・
,

前
釆
女

(風
流
娘
子
)
と
葛
城
王

上
総
末
珠
名
娘
子

葦
屋
処
女

(菟
名
日
処
女
)

勝
鹿
真
間
娘
子

(真
間
乃
手
児
奈
〉

葦
屋
菟
原
処
女

(菟
負
処
女
)

蒼
鷹
を
放
ち
夢
裏
に
有
娘
子
喩
日

○
水
江
浦
島
子

旅
人

巻
五

旅
人

巻
五

憶
良

福
麿

虫
麿

家
持

虫
麿

巻
十
六

〃
ノ
"巻

九

ミ〃〃巻
+
七

巻
九

右

の

「
娘
子
物

」
は
漢
文
芸
作
家

の
伝
奇
趣
味
に
よ
る
仮
作
　

A
B

M
　

と
、
当
時
人

[
[
に
胎
爽
し
て

い
た

「
由
縁
」
あ
る
伝
承
　

C
D
E
F
G
H
I

J
K
L
　

に
関

心
を
惹
か
れ
そ
れ
を
素
材
と
し
た
も
の
と
が
存
す
る
の
で
あ

る
が
、
何

れ
も
、
万
葉
歌

人
も
亦
懐
風
藻

の
漢
文
芸
作
家
と
同

じ
く
、
娘
子
物

の
も

つ
伝
奇
性

に
惹

か
れ
て
歌
作
し
た
、

こ
の
傾
向
が
、
五
、

九
、
十
六

の
三

巻

に
ま
た
が
る
か
な
り

の
部
分
を
占
め
る
も

の
で
あ

っ
た
事

を
注
目
し
よ
う
と

思

う
。
旅
人
の
如
き

は
極

め
て

あ
り

ふ
れ
た
素
材
を
も

っ
て
娘
子
仙
媛
を
点
出

し
来

っ
て
そ

の
詩
文
、
歌
に
伝
奇
的
雰
囲
気
を
造
形
し
あ
げ

た
の
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ

の
三
巻
の
中

に
、
柘
枝
伝
説

が
全
く
ふ
れ
ら
れ
て

い
な
い
と

い
う

こ
と
は

一
体
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
万
葉
集

に
存
す
る
柘
枝
伝
関
係

歌

は
上
掲
仙
柘
枝
歌
三
首

(巻
三
)
で
あ
る
が
、
三
八
五
番

の
歌
は

①

「
霰

ふ
る
キ
シ
ミ
ガ
タ
ケ
を
さ

か
し

み
と
云
々
で
あ

っ
て
吉
野
な
ら

ぬ

キ
シ
ミ
岳

の
歌
で
あ
る
。

②
左
註

に
右

ッ
首
或

云
。

吉
野

人
味
稲
与

二
柘
枝
仙
媛

一歌
也
。

但
見
柘

枝
伝
無
有

此
歌
、

つ
ま
り
、
柘
枝
伝
と
は
無
縁

の
歌

で
あ
る
。

吉
野

の
柘
枝
伝
と
は
関
係
が
な

い
の
で
あ
る
。
他
の

二
首
、
三
八
六
の
作
者

は

作
者
不
明
、
三
八
七
は
若
宮
年
魚
麻
呂

の
作

で
あ
る
。

何
れ
も
柘
之
枝
が
梁

に

か
か

っ
た
と

い
う
柘
枝
伝
を
背
景

に
も

っ
て
の
作
で
あ
る
が
、

二
首
と
も

「
吉

野

」
の
景
観

に
接
し
柘
枝
媛
を
憶

っ
た
と
か
、
遊
吉
野
川
と
か
の

題

詩

も

な

く
、
歌

の
内
部

に
お
い
て
竜

「
吉
野
」
と
の
関
聯
が
な

い
の
で
あ

る

。

つ

ま

り
、
仙
柘

枝
三
首

は
、
万
葉

の
表
記

に
関
す
る
限
り
、
吉
野
と

の
結
び

つ
き
が

甚
だ
弱

い
と

い
う
外
は
な

い
の
で
あ
る
。
三
八
六
、

三
八
七
両
歌

の
作
者

は
吉

野

に
お
い
て
、
柘
枝
媛
を
想
起
し
て
こ
の
歌
を
詠
ん
だ
も
の
と
言
う
よ
り
、
所

謂
、
柘
枝
伝
を
読

ん
で

「
後
人
追
和
歌

」
の
様
式

に
倣

っ
て
、

た
と
え
ば

「
続

浦
島
子
伝
」
、
万
葉
集

で
は
梅
花
宴
、松

浦
川
の
序
、
歌
、
に
お

い
て
後
人
追
和
之

詩
三
首
帥
老
、
和
二
松
浦
仙
媛
歌

一
一
首
、
松
浦
佐
用
娯
面

の
歌

に
お
け

る

後

人
追
和
、
最
後
人
追
和
、
最
最
後
人
追
和

二
首
、
三
島
王
後
追
和
松
浦
佐
用
嫉
面

歌

一
首
等

々
、
当
時

の

一
流
行

と
想
わ

れ
る
と
こ
ろ
の
何

か
有

二
由
縁

一
歌
、
詩

文
、
伝
奇

に
追
和
し
て
詩
、
和
歌
を
詠
ず

る
と
い
う
当
時

の
文

芸
人

に
と

っ
て

手

な
れ
た
作
歌
態
度

に
お
い
て
な
さ
れ
た
も

の
と
見
る

べ
き
で
は

あ

る

ま

い

か
。
柘
枝
伝

に
無
レ
有

二
此
歌

一と

い
う
註
記
、
及
び
仙
柘
枝
歌
三
首
と

い
う
題

詞

は
柘
枝
伝

に
和
歌
が
存
在
し
て

い
た
事
実

を
も

の
語
る
も

の
の
様
で
あ
る
。



即
ち
、
此
歌

は
な

い
が
他
の
歌

は
あ
る
と

い
う
の
で
は

あ
る
ま

い
か
。
又
、
柘

枝
伝

に
歌
が

あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
三
首
を
仙
柘
枝
歌
三
首

の
題
詞
下

に

一
括

し

た
も
の
で
あ

っ
て
、
歌
が
存
在
し
な
か

っ
た
ら

こ
の
勘
違

い
は
生

じ
な
か

っ
た

の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
正
し
く
は

二
首

は
詠
仙
柘
枝
歌
乃
至
は
追
和
仙
柘
枝
歌

と
あ
る

べ
き
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
三
首

に
お
け
る
吉
野
と
の
関
り
の
薄
さ
、
柘

枝

伝
に
存

し
た
で
あ
ろ
う
歌
が
万
葉
集

に

一
首

も
伝
わ
ら

ぬ
こ
と

、

こ

れ

も

亦

、
万
葉
集
が
伝
説
、
殊
に

「
娘
子
物
」

に
関
心
を
寄
せ
て

い
る
に
も
拘
ら
ず

仙
柘

枝
関
係
歌
を
有
し
な

い
事
、
吉
野

の
詠
歌
六
十

六
首
中

一
首

も
柘
媛

に
ふ

れ
な

い
事

の
不
自
然
さ

に
通
ず

る
も

の
で
あ

っ
て
、
そ

れ
は
当
然
解
明

を
要
求

さ

れ
る
事

項
で
あ
る
。

さ
て
次

に
柘

の
文
字

に
つ
い
て
考

え
て
み
よ
う
。
万
葉
集

の
用

字

に

お

い

て
、
柘
の
文
字

は
、
巻
三
上
掲

三
首

の
題
詞
、
左
記
、
歌

に
使
用
さ
れ
る
の
み

で
他

に
用
例

は
全
く
存
在
し
な

い
。
古
事
記
中
、
柘

の
字
は
全
く
な

い
。
日
本

書

紀
武
烈
紀

に
海
柘
榴
市

の

一
例
が
存
す

る
が
、
敏
達
紀

で
は
同
地
名
が
海
石

榴

市
で
あ
り
、

ツ
バ
キ
が

天
武
紀
で
は
白
海

石
榴

で
あ
る
。
和
名
抄

椿
の
部
、

海

石
榴
、
所
引

の
漢
語
抄
も
海

石
榴

で
あ
る
。
本

来
、
海
石
榴
で
あ

っ
た
も

の

が
武
烈
紀
の
場
合
下
字
の
木
篇
に
ひ
か
れ
て
木
篇
を
附
し
、
た
ま
　

柘
と
記

し
た
も
の
か
と

お
も
わ
れ
る
。
風
土
記

に
あ
る
の
は
、
出
雲
風
土
記

九
郡
中
、

神

戸
郡
、

仁
田
郡
、
飯
石
郡
三
郡

の
郡
内
山
野
所
生
草
木
中
に
柘
が

あ
る
。
現

存

風
土
記

の
ツ
バ
イ
チ
、
ッ
バ
キ
は
殆
ど
、
海

石
榴
市
、
椿
で
海
柘
榴
は
出
雲

風

士
記
嶋
根
郡

一
例

の
み
で
あ
る
。
し
か
も
里
、
海
辺

に
は

「
桑

麻

豊

富

」

(嶋
根
郡
、
神
戸
郡
等
々
)
と

あ
り
、
桑

麻
は
栽
培
さ
れ
て
い
た
か
と
思
わ
れ

る

の
で
あ
る
。
植
物
の
柘

を
調

べ
て
み
る
と
、
和
名
抄

に
は
、
桑
柘

礼
記
注
云
、

桑
柘

荘
射
一三
.

和
名
久
波
一
名
都
美

蚕
所
食
也

月
令
季
春
之
月
無
レ
伐
二
桑
柘
一

柘

毛
詩
注
云
桑
柘
音
射
漢
語
抄
云
一豆
癸
蚕

レ
食
也

ど
注
し
て
い
る
。
日
本
国

現
在
書
目
録
、
医
方
家

に
は
左
記
の
本
草
関
係
書
を

あ
げ

て
い
る
。
そ
の
中
○
印

は
晴
志

に
そ
の
名

が
見

え
る
よ
う
で

あ

る

か

ら

七
、

八
世
紀

に
将
来
さ
れ
て
い
た
か
と
も
お
も
わ

れ
る
。

新
修
本
草

二
十
巻

(
孔
志
約
撰
)
。
神
農
本
艸

七
巻

(
陶
隠
居
撰

)

。本
艸
図
廿
七
巻

。本
草
音
義
三
巻

(
瓢
立
言
撰

全

一
巻
股
子
厳
撰

)

食
療
本
艸
三
巻

(
孟
洗
撰

)

何
れ
も
現
存
し
な

い
が
、
そ

の
系
統

に
あ
る
本
草
綱
目
を
そ
の
所

注
に
屡

々
援

引
し
、
他
方
柘
と
人
間
生
活
と

の
か
ゝ
わ
り
を
示
す
熟
語
を

あ
げ
て

い
る
辞
海

に
よ

っ
て
、
中
国

に
お
い
て
柘

が
人
間
生
活

に
ど
う

い
う

か
ゝ
わ
り

を
も

つ
の

で
あ

っ
た
か
を

一
覧
し
て
み
よ
う
。

因
に
私

は
仮
定
を
も

っ
て
い
る
。
わ
が

上
代
、
植
物
分
類
学

の
未
し

か

っ

時
期
に
、
出
雲
国

の
官
吏
ら
が

、果
し
て
山
野
所
生

の
草
木
と
し
て
か
ゝ
げ

た

山
敏
、
桔
梗
、
藍
漆
、
龍
胆
、
商
陸
、
続
断
、
独
活
、
白
井
止
、
秦
椒
、
柘
、

楡
、
藥
、
楮
、
極
、
赤
桐
、
白
桐
、
椿
、

槻
…
…

の
凡
て
を
辮
別
し
え
て

い
た
で
あ
ろ
う
か
、
と

い
う
事
で
あ
る
。
漢
籍

の
た

と
え
ば
本
草
類

の

「
丸
写

し
」
的
な
処
置
が
と
ら

れ
る
事
は
な
か

っ
た
ろ
う

か
、
と

い
う
事
で
あ
る
が
。

柘

至
夜
切
、
幡
韻

明

李
時
珍

本
草
綱
目

「
処
処
山
中
有
之
喜
叢
生
。幹
疎
而
直

。葉

豊
而
厚

。団
而
有
尖

。其

葉

飼
蚕
。
其
実
状
如
桑
子
而
円
如
椒

。其
木
染
黄
赤
色

。謂
之
柘
黄

。」

桑
柘
材
勤
宜
作
弓
庚
信
春
賦

「
金
鞍
始
被
柘
弓
新
張
。」

柘
弓



柘
岡
、
柘
林
、
柘
城
、
柘
皐
と
い
う
地
名
が
あ
る
。

柘
抱
は

「黄
柘
汁
可
以
染
黄
。故
云
王
逢
詩

「三
軍
城
上
柘
抱
黄
」

柘
黄以

柘
木
染
成
之
色
成
本
草
綱
目

「其
木
染
黄
赤
色
謂
之
柘
黄
天
子
所
服
」

柘
弾柘

木
所
為
之
弾
弓
…
何
遜
詩

「柘
弾
随
珠
丸
白
馬
黄
金
勒
」

柘
漿黄

汁
也
漢
書
礼
楽
志

「
泰
尊
柘
漿
析
朝
醒
応
勘
注
」

「柘
漿
取
甘
柘
汀
朕
為

飲
也
」

柘
子
引

唐
教
坊
曲
名
楽
府
雑
録

「健
舞
曲
」
楽
苑

「羽
調
曲
」
詞
譜
云

「按
此
舞
因

曲
為
名
、
用
二
女
童
、
帽
施
金
鈴
、
罧
転
有
声
、其
来
也
、蔵
二
蓮
花
中
、
花

斯
而
後
見
、
対
舞
相
占
、
実
舞
中
雅
妙
者
也
、
又
按
宋
史
楽
志
、

「小
界
舞

隊
有
柘
枝
」
又
沈
括
筆
談

「柘
枝
旧
曲
遍
数
極
多
、
今
已
不
伝
」
又
詞
牌
名

柘

シ
ャ
と

い
う
植
物

は
、
中
国

に
お

い
て
は
山
に
よ
く
自
生
す
る
木

で
あ
り
、

葉
は
蚕
を
飼
う

べ
」く
、
柘
汁

は
黄
赤
色

の
染
料
、
飲
料
と
も
な
り
、
材
質
勤
く

弓

、
弾
弓
を
作
り
得

る
。
柘
枝
舞
な
る
舞
曲
ま

で
も
て
は
や
さ

れ

た

。

従

尋っ

て
、
人
間
生
活
に

い
た

っ
て
な
じ
み
深
く
そ

れ
を
含
む
地
名
も

あ
る
。
ま
こ
と

に
重
宝
な
、
生
活
に
密
接
し
た
木
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
本
朝

に
お

い
て
は
、
人
間
生
活

に
殆
ど
馴
染

の
な

い
木
で
あ
る
。
殊
に
七
、
八
世
紀

の
日

本
人

の
生
活
史
に
は
出

て
こ
な

い
の
で
あ
る
。

柘
が
出

て
こ
な

い
の
に
対

し
て
、
桑
は
実

に
頻
繁

に
出
て
く
る
。
万
葉
集
、

記
、
紀
、
風
土
記
に
あ

っ
て
は
、
桑
は
養
蚕
業
と
共

に
民
生
に
緊
密
な

か
か
わ

り

を
持

っ
て
き

た
。
即
ち
、
桑
原
、
桑
名
と
い
う
地
名
、
桑
梓
を
も

っ
て

「
も

と

つ
く

に
」
と
訓
じ
、
農
桑
と
か

い
て

「
な
り
は
ひ
」
と
よ
む
に
い
た

っ
て

い

る
。日

本
書
紀

に
は
.
柘
枝
な
ら

ぬ
桑
の
枝
が
流

れ
て
く
る
条
が

あ
る
。

紀

仁
徳
天
皇
三
十

年

十

一
月
甲
寅
朔
庚
申
、

天

皇
浮
レ
江
幸

二
山
背

一
時

桑
枝

沿

レ
水
而
流
之
。
天
皇
枳
一一桑
枝

一
歌
之
日
。

菟
怒
瑳
破
赴
。
以
破
能
轡
謎
餓

。飲
朋
呂
伽

琿
枳
許
瑳
怒
。
干
羅

愚
破
能
紀
。
予

屡
麻
志

士
枳

。箇
破
能
区
苓
愚

奉
。予
呂
朋
讐
喩
玖

伽
茂
。
干
羅
愚
破
能
紀
。

全
く
、
柘
枝
伝
ー

柘
の
小
枝
が
流
れ
て
き
て
女
と
な
る
ー

と
無
関
係
で
あ

、
る
。
八
世
紀
撰
進

の
日
本
書
紀
撰
者
等
は
果
し
て
柘
枝
仙
媛
伝
説

な
る
も

の
を

知

っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
か
。
伺
故

に
上
代
日
本
人

の
習
熟
せ
る
桑

枝

で

は

な

く
、
記
、
紀

(
上
述
の
理
由
で
特
例
を
除
く
)
、
万
葉
集

(柘

枝
伝
関
係
三
首

を

の
ぞ
く
)
に
用

い
な

い
柘
、
柘
枝
伝
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
か
、

こ
れ

も
解
明

を
要
す
る
・と
こ
ろ
で
あ
る
。

次

に
は
、
万
葉
集

に
お
い
て
柘

枝
仙
媛
歌

は
吉
野
と
無

関
係

で
あ

っ
た
が
、

記
、
紀

に
お

い
て
話
柄

の
片
鱗
を
も
留
め
な
い
の
み
か
、
記
紀

の
吉
野
と
も
亦

全
く
無
縁
で
あ
る
事
、
即
ち
上
掲
の
如
き
、
度

々
の
吉
野
行
幸

に
も
、
こ
れ
を

か
け
て
言

っ
た
者
が
な
く
、
記
、
紀

に
お
け
る
吉
野

の
景

観
と
も
無
縁
で

あ
る

事

も
亦
、
不
自
然
で
あ
ろ
う
。

以
上
は
、
柘
枝
伝
が
、
吉
野

川
に
生

れ
た
柘
枝
伝
説

で
あ
る
、
乃
至

は
そ

れ



を
素
材

と
し
て
或
る
作
家
が
綴

っ
た
伝
奇
で
あ
る
と
仮
定
す
る
際
に
生

じ
た
不

自

然
な
諸
条
件
な

の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
今
ζ
の
仮
定

を
す
て
て
、
そ

れ
に
か

え
る

に
柘
枝
伝

は
、
漢
文
芸
作
家
に
よ

っ
て
新
し
く
創
作
さ

れ
た

伝

奇

で

あ

り
、
柘

枝
伝
説

な
る
も

の
は
、
実

は
日
本

に
は
存
在
し
な
か

っ
た
、
と
の
新

し

い
仮
定
を
も

っ
て
す

れ
ば
、
事
態
は

一
変
す

る
。
即
ち
、
柘

枝
伝
説
が
無
か

っ

た
と
す

れ
ば
、
度

々
の
吉
野
遊
山

に
も
、
万
葉
集
、
記
、
紀
共

に
柘
枝
伝
説

に

ふ
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

で
は
、
漢
文
芸
作
家
は
、
何

を
契
機
と
し
て
、
柘
枝
伝

な
る
も
の
を
創
作

し

た
か
。

こ
こ
に
お
い
て
、
遣
唐
使
臣
、
留
学
生
、
留
学
僧
が
大
陸
に
お
い
て
見
聞
し
、

そ
れ
を
又
語
り
伝
え
た
で
あ

ろ
た
め
に
、
殊

に
漢
文
芸
作
家

圏
に
と

っ
て
は
熟

知

の
大
陸
の
柘

枝
舞
、
が
当
然
考
慮
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
柘
枝
伝

に
柘
枝

舞

の
関
連
を
暗
示
さ

れ
た

の
は
川
口
久
雄
氏

「
平
安
朝
漢
文
学
史

」
で

あ
る
。

柘
枝
舞
は
、
唐

の
高
名
な
舞
曲

で
あ
り
、
健
舞

に
ぞ
く
す
る
。
唐
代
詩
人
が

詩

に
よ

み
、
章
応
物

の
女
は
そ

の
妓

に
な

っ
て

い
た
と
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ

の

代

表
的
舞
曲
で
あ
る
。

劉
萬

錫
の
観
柘
枝
舞

二
首
及

び
楽
府
柘
枝
詞
を
左
に
掲
げ
よ
う
。

胡

服
何
颪
墾
。

龍
燭
映

一
作
然
金
枝
。

翅
袖
中
繁
鼓
。

潅

南
多

冶
詞
。

山
難
臨
清
鏡
。

長
袖
入
華
梱
。

催
催
・一
作
姫
登
綺
塚
。

垂
帯
覆
繊
腰
。

傾
眸

遡
猿

華
。

欲
見
傾
城
処
。

石
燕
赴
遙
津
。

体
軽
似
無
骨
。

神
薦
猟
紅
薬
。

安
釦
当
撫
眉
。

燕
秦
有
旧
曲
。

君
看
赴
節
時
。

伺
如
上
客
会
。

観
者
皆
甕
神
。

曲
尽
回
身
処
一作
去
。
層
波
猶
注
人
。

(
全
唐
詩
)
三
五
四

楽
府
五
十
六
色
舞
曲
歌
辞

柘
枝
詞

楽
府
雑
録
日
。健
舞
曲
有
柘
枝
。
歌
舞
曲
有
屈
柘
。
楽
苑
日
。
羽
調
有
柘
枝

曲
。商
調
有
屈
柘
枝
。
此
舞
因
曲
為
名
。用
二
女
童
帽
施
金
鈴
#

一柵
転
有

声
。其
来
也
。於
二
蓮
花
中
蔵
。花
抵
而
後
見
。対
舞
相
占
。実
舞
中
雅
妙
者

也
。教
坊
記
日
凡
棚
車
上
撃
鼓
非
柘
枝
則
阿
遼
破
也
。謁
鼓
録
日
。凡
曲
有

意
尽
声
。不
尽
者
須
以
他
曲
解
之
如
耶
婆
色
難
用
屈
拓
急
遍
解
屈
柘
用
渾

脱
解
之
類
是
也
翻

日
柘
枝
本
拓
枝
舞
也
其
後
字
誰
為
柘
枝
沈
亜
之
賦
云

替
神
祖
之
克
戎
賓
雑
舞
以
混
会
柘
枝
信
其
多
妖
命
佳
人
以
継
熊
然
則
似
是

戎
夷
之
舞
按
今
舞
人
衣
冠
類
蛮
服
疑
出
南
蛮
諸
国
者
也

将
軍
奉
命
即
須
行
塞
外
領
彊
兵
聞
道
蜂
煙
動
腰
間
宝
劔
匝
中
鳴

同
前
三
首

辞
能

同
営
三
十
万
震
鼓
伐
西
莞
戦
血
魏
秋
草
征
塵
撹
夕
陽
帰
来
人
不
識
帝
里
独
戎
装

懸
軍
征
拓
翔
内
地
隔
粛
関
日
色
毘
喬
上
風
声
朔
漠
間
伺
当
千
万
騎
颯
颯
弐
師
還

意
気
成
功
日
春
風
起
紫
天
楼
台
新
邸
第
歌
舞
小
揮
娼
急
破
催
揺
曳
羅
杉
半
脱
肩

屈
柘
詞

温
庭
鋳

揚
柳
索
橋
緑
攻
塊
払
地
紅
繍
杉
金
腰
農
花
髪
玉
瀧
聰
宿
雨
香
潜
潤
春
流
水
暗
通

画
楼
初
夢
断
晴
駈
作
日
照
湘
風

即
ち
、
胡
服
を
つ
け
、
激
し
く
華
や
か
な
動
作
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
大
唐
六

典
の
武
舞
の
部
を
み
れ
ば
、
十
部
の
伎
と
し
て

第

一
燕
楽
伎

第
二
清
楽
伎

第
三
西
涼
伎

第
四
天
竺
伎

第
五
高
麗
伎

第
六
亀
慈
伎

第
七
安
国
伎

第
八
錬
勒
伎



第
九
高
昌
伎

第
十
康
国
伎

と

あ
げ

て
い
る
如

く
階
唐

の
音
楽
は
全
く
西

域
楽

を
も

っ
て
風
靡
さ
れ
た
と
は

屡

々
説

か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

の
中
、
柘
枝
舞
は
胡
騰
舞
と
共

に
現
在

の

タ
シ
ケ

ン
ト
地
方

に
源
を
有
す
る
健
舞
で
あ
る
と

い
わ

れ
て

い
る
。
胡
服
緩
帽

の

二
童
女
が
蓮
華
中

に
か
く
れ
て
お
り
、
花
が
開
く
と
両
方

か
ら
出
て
き
て
、

銀

鈴

に
あ
わ

せ
て
舞
う
華
・麗
な
健
舞

で
あ
る
。

今
少

し
く
柘
枝
舞

に
関
す
る
文
献
中
、
要
を
え
た

二
考
説
を
播

い
て
、
そ

の

唐
舞
曲
中

で
の
位
相
、
着
用
の
衣
服
、
採
物
を

一
瞥
し
よ
う
と
思
う
。

○
唐
戯
弄

任
半
塘
撰

第

五
章
伎
芸
四
舞
躇

査
郭
茂
傭
楽
府
詩
集
五
六
引
崔
記
之
語
日

垂
手
羅
、
回
波
楽
、
○
蘭
陵
王
、
o
春
鶯
鱒

半
社
渠

借
席
、
鳥
夜
暗
之
属

、
謂
之

『
軟
舞
』
。
阿
遼

柘

榔

○
黄
蜀

、
払
林
、
大
滑
州
、
達
摩
之
属
、
謂
之

『
健
舞
』
。
凡
棚
車
上
撃
鼓
、
非
柘
枝
、
即
阿
遼
破
也

　
柘
枝
与
阿
遼
破
、
既
居

健
舞
之
首
。
而

鼓
架
之
入
柵
車
者
必
奏
柘

枝
或

阿

遼

破
、
則
鼓
架
部
諸
戯
内
多
用
健
舞
明
　
⑩
段
録

『
集
工
』
条

日

健
舞
曲
有

稜
大
、
阿
連
、
柘

枝
、
剣
器
、
胡

施
、
胡
騰
。
軟
舞
曲
有

涼
州
、

緑
腰
、
蘇
合
香
、
屈
柘
、
団
円
施
、
甘
州
等
。

第

六
章

一
劇
場

唐
代
長
安
地
方
之
娯
楽
場
所
、
顕
有
歌
場
、
変
場
、
道
場
、
戯
場
四
種
可
挙
。

請
先
明
前
三
種
之
輪
廓
、
然
後
再
詳
第
四
種
戯
場
、
庶
可
顧
及
全
面

敦
煙
曲
皇
帝
感
辞
第

一首
日

新
歌
旧
曲
遍
州
郷
、
未
聞
典
籍
入
歌
場
。
新
合
孝
経
皇
帝
感
、
聯
談
聖
徳

奉
賢

良
!

此
処

『
歌
場
』

二
字
、
無
論
虚
指
或
実
指
、
皆
示
開

天
間
、
玄
宗
親
注
孝
経

頒
行
天
下
之
時
、
民
間
原
有
之
聴
歌
場
所
、
業
己
遍
及
洲
郷
、

正
好
籍
以
推
行

此
項
皇
帝
感
詞
、
為
宣
伝
之
助
。
名
錐
日

『歌
場
』
、

唐
代
歌
与

舞

多

不

分

離
、
其
実
必
兼
為
舞
場
也
。
如

章
応
物
之
女
、
曽
流
落

長
沙
舞
柘
枝
為
活
、
或

即
託
跡
於
此
種
歌
場
。

二
服
飾

柘
枝
舞
於
帽
、
於
杉
、
於
帯
、
於

靴
、
均
着
意
経

営
。

…
…
宣
宗
時
、
播
皇

猷
曲
之
舞
者
、
高
冠
方
履
、
褒
衣
博
帯
、
余
亦
衣
株
翠
綻
繍
。
但
詳
唐
大
曲
。
而

剣
器
舞
之

初
期
独
舞
及
柘

枝
舞
、
孫
武
順
聖
楽
舞
三
者
、
同
以
女
伎
作
雄
装
、

盧
肇
柘
枝
舞
賦
所
謂

『
非
妹
喜
之
牝
難
、
匪
木
蘭
之
雄
兎
』
己
類
乎
後
世
戯
中

之

扮
演
莫
。

○
夢

冴快
筆
・談
沈
括
撰
校
証

柘
枝

一
旧
曲
遍
数
極
多
、
如
翔
鼓
録
所
謂

『
渾
脱
解
』
之
類
、
今
無
復
此
遍
冠

莱

公
口
好
柘
枝
舞
日
至
五
会
客
必
舞
柘
枝
、
毎
舞
必

尽
日
時
謂
之

『
柘
枝
顯
』
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O

O

O

O
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Q
O
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O

O

O

O

O

O

O

O
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O
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Q

O

O

O

O

O

O

O

O
O

O

O

O

O
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今
鳳
翔
有

一
老
尼

猶
是
莱
公
時
柘
枝
妓
云

『当
時
柘
枝
尚
有
数
十
遍
今
日
所
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舞
柘
伎
、
比
当
時
十
不
得

二
一二
。』
老
尼
尚
能
歌
其
曲
、
好
事
者
往
往
伝
之

こ
れ
に
関
連

し
て
、
本
朝

に
伝
来

し
た
当
時

の
伎
楽

を
も

一
瞥
し
て
お
こ
う
。

推
古
紀
廿
年
百
済
入
味
摩
之
が
帰
化
し
た

の
で
朝
廷
は
、
彼
を
桜
井

に
住
ま
・

し

め
、
そ
の
呉

に
学
び
得
た
と

い
う
伎
楽
舞
を
、
「
少
年
」
を
集
め
て
。習

わ

し

め

た
。
今
日
、
正
倉
院

に
秘
蔵
さ
れ
て

い
る
伎
楽
面
を
み
る
と
、
箆
儲
面
、
婆
羅

門
面
、
酔
胡
王
、
酔
胡
従
面
は
何
れ
も
名
称
、
顔
貌
、
共

に
古
代
オ
リ

エ
ン
ト



系
を
想
わ
せ
る
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
を
つ
け
て
天
竺
林

邑
国

の
楽

と

伝

う

菩

薩
、
迦
陵
頻
、
胡
飲
酒
、
安
摩
、
倍
臓
、
が
頭
、
散
手
破
陣
楽
、
蘇
合
香
、
万

秋
楽
、
蘇
莫
者
、
獅

子
、
等
の
舞
曲

を
舞

っ
た
も
の
で
あ
る
。
又
、
紀

の
天
平

三
年
、
雅
楽

寮
の
定
員
を
定
め
た
が
、
大
唐
楽
三
十
九
人
、
百
済

楽

二

十

六

人
、

高
麗
楽

八
人
、
新
羅
楽

四
人
云
々
、

の
殆
ん
ど
は
帰
化
人

の
子
弟
夢

%
れ

に
あ
ず

か

っ
た
。
そ

の
唐
楽
中
、
春
鶯
嚇
、
蘭
陵
王
は
前
掲
軟
舞

に
、
黄
嚢

は

健
舞

に
属
す
る
わ
け

で
あ
る
。
伝

来
舞
曲
中

に
柘

枝
舞

を
見
出
す
事
を
え
な
い

が
、
前
掲
交
献

に
よ

っ
て
明
ら
か
な
如
く
、
柘
枝
舞

は
唐

の
代
表
的
健
舞

(古

代

オ
リ

エ
ン
ト
系
)
で
あ

っ
た

の
で
あ
る
。
本
邦

に
伝
来

し
た
そ

の
同
類
は
、

か
く
東
大
寺
、
唐
招

提
寺
を
は
じ
め
諸
寺

の
会
式

に
又
朝
廷

の
宴
会
、

蕃
客
の

接

待
に
奏
さ

れ
た
か
ら
当
時

の
知
識
人
官
僚
に
と

っ
て
は
、

耳
な
れ
た
楽
曲
舞

曲

で
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
伎
楽

に
つ
い
て
の
教
養
を
も

っ
た
遣
唐
使
臣
、
留
学
生
、
留
学
僧
、
が

唐
土
に
あ

っ
て
柘
枝
舞

に
接
す

る
機
会
は
必
ず

や

一
再

に
と
ど
ま
ら
な
か

っ
北

で
あ
ろ
う
。
一
殊

に
文
章
関
係

の
留
学
生

に
と

っ
て
、
唐

の
詩
人
、
知
識
人
等
を

「聳

神
」
さ
せ
た
柘
枝
舞

は
印
象

に
の
こ

っ
た
に
相
違
な

い
。

そ
の
上
、
唐
の

詩
人
ら
の
伝
奇
創
作
熱
、
伝
奇

の
お
も
し

ろ
さ
、
し
か
も
伝
奇

の
形

式
の
も

つ

試
作
の
容
易
さ

は
才
気
あ
る
彼
等

の
創
作
意
欲
を
煽
ら
ず

に
は
や
ま
な
か

っ
た

と
思
わ
れ
る
。
静

か
に
と
じ
た
蓮
華
が
ひ
ら
け
ば
華
中

か
ら
男
装
胡
服

の
二
美

少
女
が
現
出

し
、
鈴

に
あ
わ
せ
て
二
人
が

「
石
燕
赴
遙
津

」
、
又
骨

な
き
が
如

く
舞

い
狂
う
華
麗
さ

の
印
象
が
契
機
と
な

っ
て
、
白
鳥
処
女
説
話
系
の
伝
奇
を

創
作
し
た
、
吉
野

川
の
清
流

に
梁
を
か
け
て
静
か
に
待

つ
男
、
味

(
美
)
稲
、

流

れ
て
き
た
柘

枝
が
、
梁

に
か
ゝ
る
や
否

や
化
し
て
美
少
女
と
な
る
。
男
と
地

上

の
縁
を
生
じ
た
が
認

を
蒙

っ
て

二
人
は
山
野
を
逃
げ
ま
わ
り
遂

に
砒
礼
衣
を

送

て
飛
び
去
る
と
い
う
如
き
、

い
わ
ば
舞
曲
風
な
伝
奇
が
新
し
く
創
ら

れ
た
も
.

卿
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
因

に
実
は
味
稲
、
美
稲
、

(熊
志
祢
は
誰
伝
と
み
る
)

ウ

マ
シ
ネ
と
い
う
命
名
自
体
も
、
或
は
中
国
舞
曲

の

「
末
泥
」
と
か
か
わ
り
が

あ
る
の
で
は
な

い
か
。
と

い
う
の
は
美
稲
、
味
稲
ウ

マ
シ
ネ
、
熊
志
祢

ク

マ
シ

ネ
と
末

泥
の
音

の
類
似
で
あ
る
。
末
泥

の
字
音
を
わ
が
上
代
は

マ
ネ

に

使

用

し
、
泥
と
祢

は
同
音
を
表
わ
す
の
に
用

い
て

い
る
か
ら

で
あ
る
。

西
河
詞
話

に

「
以
男
名
末

泥
女
名
旦
界
者
井
榛
色
人
等
入
勾

欄
扮
演

随
唱
詞

作
挙
止
…
…
」
と
言
う
立
役
末
泥
の
原
始
形
態
が
又
、
男
末
泥
と
女
旦
児
と

の

歌
唱
、舞

踊
の
原
型
、
が
或
は
古
く
唐

の
民
間

の
歌
舞

の
中

に
胚
胎
し
て

い
は
し

な
か

っ
た
か
、
そ

れ
の
影
響
を
う
け
て
味
稲
と
仙
女
と
を
形
成
し
た
が
、
と

い

う
試
案
を
も

っ
た
が

「
末
泥
は
北
宋
時
代

に
出
来
た
立
役

で
あ

っ
て
唐
代

に
は

存

在
し
な

い
」
と

い
う
浜

一
衛
氏
の
御
教
示

に
よ

っ
て
、

一
応
追
求
を
打
ち
き

り
、
後
日

に
ゆ
ず

る
事
と
し
た
。

(
一
九
六
〇
年
六
月

稿
)

○
参
老

・

「
伊
予
部
馬
養
作

『
水
江
浦
島
子
伝
』

(仮
称
)
考
」
　

言口
語
と
文

芸
十

一
月
号
　

福
岡
女
子
大
学
教

授
　


